
、
蘭
学
者
芳
洲
坪
井
為
春
が
薩
摩
藩
の
奥
医
師
と
な
り
、
島
津
斉
彬
の
病
床
に
も
侍
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
任
命
の
日

時
な
ど
、
研
究
者
の
間
で
不
一
致
が
あ
り
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

著
者
は
、
芳
洲
と
薩
摩
藩
と
の
関
係
を
薩
摩
藩
史
料
の
側
か
ら
検
討
し
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ｊ

ソ
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
大
平
義
行
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
永
野
正
勝
両
氏
の
好
意
で
同
館
所
蔵
の
文
献
と
史
料
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
、
い
弱

，
（
一
、
Ｊ
１
一
二
）
／
Ｉ
、

く
つ
か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
好
意
で
、
坪
井
芳
洲
作
成
の
島
津
斉
彬
容
体
書
の
黒
田
家
記
録

（
四
’
七
）

と
、
￥
こ
れ
が
添
え
ら
れ
た
黒
田
斉
溥
書
簡
の
原
本
写
真
と
を
入
手
し
た
。

、
』
今
回
の
調
査
は
、
も
と
も
と
年
譜
上
の
異
同
の
決
定
な
ど
些
末
な
事
項
を
目
的
と
し
て
出
発
し
た
が
、
調
査
中
に
開
明
的
な
君
主
で
あ
っ
た

（
八
’
一
こ

島
津
斉
彬
の
業
績
に
印
象
づ
け
ら
れ
、
薩
摩
藩
医
と
し
て
の
芳
洲
の
経
歴
も
、
む
し
ろ
同
藩
に
お
け
る
洋
学
振
興
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
べ

島
津
斉
彬
の
業
績
に
印
象
づ
け
ら
れ
、

き
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
最
近
、
芳
洲
曽
孫
の
配
偶
者
で
家
系
の
研
究
者
で
も
あ
る
斎
藤
祥
男
氏
は
、
芳
洲
子
孫
の
一
家
、
河
合
家
に
所
蔵
さ
れ
た
重
要
な
史
料

↑
（
一
二
’
一
五
）

を
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
芳
洲
自
筆
の
も
の
も
含
ま
れ
、
著
者
は
同
氏
の
好
意
で
そ
の
史
料
を
参
照
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
総
括
し
て
報
告
し
、
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

坪
井
芳
洲
と
薩
摩
藩

和
曜
篝
驚
竺
琵
噴
誤
平
成
三
年
六
月
二
十
六
日
受
付

泉
彪
之
助
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芳
洲
死
去
の
翌
年
、
『
中
外
医
事
新
報
』
と
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
坪
井
為
春
先
生
伝
」
（
以
下
「
為
春
伝
」
）
で
は
、
薩
摩
藩

に
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
薩
摩
藩
で
は
坪
井
信
道
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
信
道
が
す
で
に
長
州
藩
に
招
か
れ
て
い
た
た
め
芳
洲
が
勤
め
る

忠
益
は
地
元
で
、
水
野
道
益
（
漢
学
）
、
小
松
来
訪
の
平
田
有
監
（
医
学
）
、
坂
千
松
（
漢
学
）
ら
に
師
事
し
た
後
、
天
保
十
三
年
、
藩
医
の
素

（
一
二
）
（
一
四
’
一
六
）

堂
堀
内
忠
寛
に
入
門
、
天
保
十
四
年
五
月
に
上
京
し
、
素
堂
の
紹
介
で
同
年
九
月
、
坪
井
信
道
に
入
門
し
た
。
坪
井
信
道
の
日
習
塾
に
お
け
る

忠
益
の
経
歴
は
、
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

（
一
五
）

こ
の
間
に
三
智
の
隠
居
願
が
許
さ
れ
、
天
保
十
四
年
三
月
二
十
七
日
に
忠
益
が
家
督
を
相
続
し
た
。
こ
の
後
、
三
智
が
松
翁
と
号
し
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。
同
年
五
月
松
翁
は
忠
益
と
共
に
上
京
し
、
江
戸
新
肴
町
、
後
に
松
戸
に
住
ん
だ
。
こ
の
上
京
の
際
、
忠
益
も
郷
医
の
株
を
人

（
一
五
）

に
ゆ
ず
り
、
隠
居
の
身
分
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
木
忠
益
は
日
習
塾
塾
監
、
後
に
塾
頭
と
な
り
、
信
道
が
病
気
に
な
っ
て
か
ら
は
寝
食
を
忘
れ
て
看
病
し
た
。
信
道
の
死
去
後
、
坪
井
信
良

（
一
七
、
一
八
）

を
助
け
て
塾
生
の
教
育
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
、
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

坪
井
芳
洲
は
、
元
の
名
前
を
大
木
忠
益
と
い
い
、
後
に
仲
益
と
改
め
、
薩
摩
藩
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
芳
洲
坪
井
為
春
と
改
名
し

た
。
忠
益
の
両
親
は
大
木
三
智
（
後
に
松
翁
）
、
た
き
で
、
三
智
は
米
沢
城
下
か
ら
約
三
里
越
後
寄
り
の
小
松
と
い
う
宿
場
に
住
発
駅
医
で
あ

っ
た
。
従
来
三
智
は
郷
医
と
い
わ
れ
て
お
り
、
郷
医
と
は
米
沢
藩
独
特
の
身
分
で
、
俸
禄
は
受
け
な
い
が
士
分
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
る
医
師

（
一
二
）
ｌ

の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
郷
医
と
駅
医
と
の
関
連
は
、
著
者
に
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
は
、
三
智
は
弐
人
扶
持
三
石
の
俸
禄
を
受
け
て
い

（
一
五
）

ヲ
（
》
○

二
薩
摩
藩
奥
医
師
と
な
っ
た
経
緯

一
薩
摩
藩
奥
医
師
と
な
る
ま
で
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芳
洲
は
正
式
に
薩
摩
藩
医
と
な
る
前
に
、
白
金
今
里
村
に
あ
っ
た
薩
邸
植
物
園
に
住
象
、
兵
書
な
ど
の
翻
訳
に
従
事
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

（
一
六
）
（
二
○
）
（
一
二
）

年
代
は
、
「
為
春
伝
」
で
は
二
十
八
歳
の
時
（
嘉
永
四
年
）
と
、
ま
た
仲
田
一
信
氏
は
嘉
永
四
年
、
斎
藤
祥
男
氏
は
嘉
永
三
年
（
嘉
永
二
年
？
）
と

し
て
い
る
が
、
薩
摩
藩
史
料
か
ら
は
確
定
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
し
「
為
春
伝
」
の
基
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
坪
井
信
良
筆
の
為
春
の
伝
記

（
一
四
）

お
よ
び
年
譜
で
は
、
二
十
七
歳
、
嘉
永
三
年
と
し
て
い
る
。

島
津
斉
彬
の
能
力
を
高
く
評
価
す
る
人
た
ち
の
運
動
に
よ
っ
て
、
老
中
阿
部
正
弘
ら
が
斉
彬
の
父
斉
興
に
隠
居
を
示
唆
し
、
そ
の
圧
力
に
屈

ま
た
青
木
一
郎
氏
は
、
芳
洲
を
薩
摩
藩
へ
紹
介
し
た
の
は
、
薩
摩
藩
か
ら
日
習
塾
に
入
門
し
て
い
た
足
立
梅
栄
で
あ
っ
た
と
し
て
い
－
通
青

木
氏
は
、
足
立
梅
栄
、
安
達
楳
栄
の
二
つ
の
表
記
を
し
て
い
る
が
、
後
に
述
べ
る
「
竪
山
利
武
公
用
控
」
に
は
足
立
梅
栄
の
名
が
出
て
お
り
、

（
一
八
）

こ
の
記
載
が
正
し
い
か
と
思
わ
れ
る
ｃ
『
坪
井
信
道
詩
文
及
害
簡
集
」
に
よ
れ
ば
、
足
立
梅
栄
の
父
（
養
父
？
）
は
、
足
立
踏
恕
で
、
従
っ
て
足

立
踏
恕
、
梅
庵
梅
渓
の
一
塁
性
庫
堅
こ
の
点
も
上
の
事
実
を
支
持
す
る
。
足
立
踏
恕
は
、
武
州
の
出
身
で
島
津
家
の
御
典
医
と
な
り
、
江

戸
の
定
府
士
籍
に
列
せ
ら
れ
た
。
嘉
永
四
年
斉
彬
に
従
っ
て
入
国
し
た
が
重
病
と
な
り
、
梅
庵
が
後
を
継
い
だ
。
梅
庵
の
長
男
が
梅
渓
で
、
佐

藤
尚
中
に
師
事
、
元
治
元
年
薩
摩
藩
開
成
所
に
任
命
、
親
兵
付
き
軍
医
と
な
っ
た
が
退
職
し
、
初
代
の
愛
知
病
院
長
と
な
っ
た
。
後
に
西
南
戦

（
一
八
）

争
に
参
加
哩
越
。
青
木
氏
は
、
足
立
梅
栄
の
旧
名
を
鈴
木
元
徳
と
し
て
い
る
。

し
か
し
芳
洲
の
直
接
の
紹
介
者
が
足
立
梅
栄
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
薩
摩
藩
と
坪
井
信
道
の
間
に
は
種
々
の
人
脈
が
あ
っ
た
。
島
津
斉
彬
は

多
く
の
蘭
学
者
と
親
交
を
結
び
、
池
田
俊
彦
氏
は
『
島
津
斉
彬
公
伝
』
の
中
で
、
「
当
時
の
蘭
学
者
と
い
う
蘭
学
者
は
ほ
と
ん
ど
皆
斉
彬
の
知

遇
を
受
け
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
程
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
と
く
に
戸
塚
静
海
を
抱
え
、
信
道
と
も
親
し
く
、
ま
た
信
道
の
義
弟
高
野
長
英

を
重
用
し
た
。
芳
洲
は
こ
う
し
た
人
脈
の
中
で
、
薩
摩
藩
と
の
関
係
が
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
ハ
）

こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

三
白
金
今
里
村
薩
邸
植
物
園
に
つ
い
て
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薩
摩
藩
は
江
戸
に
芝
、
桜
田
、
高
輪
、
田
町
な
ど
の
藩
邸
を
持
っ
て
い
た
が
、
寛
永
十
一
年
に
京
極
壱
岐
守
か
ら
白
金
今
里
村
の
土
地
二
五

（
二
三
）
（
二
四
）

四
二
坪
を
購
入
し
、
こ
れ
が
藩
邸
と
な
っ
た
。
こ
の
藩
邸
は
通
称
白
金
御
屋
敷
と
呼
ば
れ
、
後
に
斉
宣
が
こ
の
藩
邸
に
退
隠
し
た
。
そ
の
た
め

（
九
）

あ
る
史
料
で
は
斉
宣
を
白
銀
老
公
と
呼
ん
で
い
る
（
一
般
に
藩
史
資
料
に
は
白
金
、
白
銀
の
両
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
藩
邸
の
詳
細
は
不
明

（
九
）

だ
が
、
斉
彬
が
こ
こ
で
砲
術
練
習
を
し
た
と
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
藩
邸
は
薩
摩
藩
記
録
に
明
確
に
存
在
し
、
小
説
に
ま
で
書
か
れ
て
い
る
の

（
二
五
）
（
二
六
）

に
、
現
在
地
が
不
明
で
あ
る
。
島
津
出
版
会
が
編
纂
し
た
「
し
ら
ゆ
き
ｌ
島
津
忠
重
伊
楚
子
追
想
録
」
中
の
、
幕
末
の
薩
摩
藩
邸
リ
ス
ト
に

（
二
七
、
二
八
）

も
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
港
区
の
郷
土
史
家
湊
元
昭
氏
の
古
地
図
な
ど
の
分
析
を
含
む
詳
細
な
調
査
、
斎
藤
祥
男
氏
の
島
津
家
当
主
鹿
島
晃
久

（
一
二
）
（
二
八
、
二
九
）

氏
と
の
面
接
を
含
む
調
査
、
港
区
立
高
輪
図
書
館
の
協
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
港
区
の
現
在
八
芳
園
が
あ
る
地
域
（
白
金
台
一
丁
目
）
の
「
島
津
式

部
御
抱
地
」
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。
島
津
式
部
は
、
薩
摩
藩
の
支
藩
佐
土
原
藩
の
一
族
で
あ
る
が
、
島
津
本
家
の
土
地
が
な
ぜ
支

藩
の
名
義
に
な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
一
つ
の
可
能
性
は
、
斉
宣
の
死
後
、
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
藩
邸
を
、
薩
摩
藩
の
財
政
危
機
の
た

め
に
支
藩
に
譲
渡
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
史
料
、
古
地
図
の
上
で
こ
の
点
は
確
認
出
来
ず
、
想
像
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

後
に
芳
洲
は
芝
浜
松
町
へ
転
居
し
て
塾
を
開
く
が
、
こ
の
間
の
薩
摩
藩
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
（
後
述
）

し
た
斉
興
が
斉
彬
に
家
督
を
ゆ
ず
っ
た
の
は
嘉
永
四
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
嘉
永
二
年
か
ら
嘉
永
三
年
初
頭
の
数
ヵ
月
ま
で
は
、
斉
興
が
斉
彬
派

の
家
臣
を
処
罰
し
た
嘉
永
朋
党
事
件
、
い
わ
ゆ
る
高
崎
崩
れ
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
嘉
永
四
年
の
方
が
可
能
性
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

斉
彬
の
蘭
学
者
へ
の
援
助
や
引
き
立
て
は
家
督
相
続
前
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
嘉
永
朋
党
事
件
の
舞
台
は
薩
摩
で
あ
っ
た
の
で
、
嘉
永
三

年
説
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
坪
井
信
道
は
、
嘉
永
元
年
十
一
月
に
死
去
し
て
お
り
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
芳
洲
は
そ
の
後
坪
井
信
良

を
助
け
て
塾
生
の
教
育
に
あ
た
っ
て
お
り
、
嘉
永
二
年
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

薩
摩
藩
邸
の
植
物
園
と
し
て
は
、
斉
彬
の
曽
祖
父
重
豪
が
別
荘
蓬
山
園
の
一
画
に
作
っ
た
独
楽
園
が
有
名
で
あ
る
。
重
豪
は
博
物
学
を
愛
好

し
、
独
楽
園
は
花
園
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
植
物
園
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
蓬
山
園
は
高
輪
薩
摩
藩
邸
に
あ
り
、
現
在
の
高
輪
プ
リ
ン

（
一
一
一
、
一
二
一
）

ス
ホ
テ
ル
の
あ
た
り
で
あ
る
。
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芳
洲
が
薩
摩
藩
奥
医
師
に
任
命
さ
れ
た
年
は
諸
説
あ
る
が
、
芳
洲
自
筆
の
履
歴
書
を
始
め
と
し
て
多
く
安
政
元
年
説
を
取
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
、
島
津
斉
彬
の
秘
書
の
公
用
メ
モ
と
い
う
べ
き
「
竪
山
利
武
公
用
控
」
（
以
下
「
公
用
控
」
）
に
こ
の
経
過
が
記
載
さ
れ
て
お

（
三
○
）

り
、
安
政
元
年
九
月
二
九
日
に
、
坪
井
芳
洲
と
改
名
し
、
同
日
奥
医
師
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
竪
山
利
武
は
斉
彬
の
信
頼
し
た
側

役
で
あ
る
。
以
下
「
公
用
控
」
の
文
章
を
記
載
す
る
。

「
為
春
伝
」
は
、
薩
摩
藩
奥
医
師
へ
の
任
命
に
際
し
て
、
芳
洲
の
米
沢
藩
士
と
し
て
の
立
場
と
、
薩
摩
藩
へ
の
移
籍
と
が
調
整
が
つ
か
ず
、

そ
の
便
法
と
し
て
坪
井
芳
洲
と
改
名
し
た
と
記
し
て
い
る
。
前
記
の
文
に
先
立
つ
「
公
用
控
」
の
記
載
内
容
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
お
り
、
問
題

の
難
点
は
主
と
し
て
米
沢
藩
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
芳
洲
は
米
沢
藩
士
と
し
て
隠
居
し
て
、
そ
の
地
位
を
養
子

に
ゆ
ず
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
移
籍
に
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
が
「
公
用
控
」
に
見
ら
れ
る
。

（
一
二
一
）

最
近
発
見
し
た
芳
洲
の
子
、
坪
井
次
郎
の
訪
問
記
で
は
、
次
郎
自
身
が
こ
の
経
緯
を
語
っ
て
お
り
、
上
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。

（
一
八
）

斎
藤
祥
男
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
坪
井
信
道
書
簡
の
中
で
す
で
に
芳
洲
と
い
う
名
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
号
自
身
は
早
く
か
ら
使
わ
れ

『
斉
彬
公
御
事
跡
』
で
は
「
是
モ
大
木
ノ
塾
二
居
タ
時
ノ
事
彼
（
人
物
失
記
。
大
鳥
圭
介
？
）
〈
名
高
ィ
安
政
ノ
大
地
震
（
注
《
安
政
元
年
十
一
月

四
日
）
二
出
合
ツ
タ
」
｜
‐
一
日
此
江
川
ノ
屋
敷
カ
ラ
使
者
ガ
来
テ
『
新
銭
座
ノ
屋
敷
へ
来
テ
蘭
学
ヲ
教
ヘ
テ
呉
レ
（
中
略
）
』
ト
大
島
一
一
頼
ン
ダ
乃

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

で
あ
る
。
以
下
「
公
用
控
」

「
（
安
政
元
年
）
九
月
廿
九
日

一
大
木
沖
益
事
此
御
方
様
江
対
シ
坪
井
芳
洲
と
致
改
名
候
、

一
右
同
人
事
奥
医
師
之
場
二
て
御
番
相
勤
候
様
、
尤
六
人
賄
料
、
御
役
料
之
儀
は
、
定
府
之
医
師
同
様
被
下
候
旨
被
仰
付
候
仰
出
、
豊

四
芳
洲
の
薩
摩
藩
奥
医
師
任
命
の
経
緯

後
殿
江
相
渡
置
候
事
」
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芳
洲
は
薩
摩
へ
下
っ
て
斉
彬
の
奥
医
師
と
し
て
勤
め
、
斉
彬
の
臨
終
を
看
取
っ
た
後
、
江
戸
へ
帰
っ
て
来
た
。
斉
彬
の
臨
終
に
関
す
る
こ
と

を
除
き
、
こ
れ
ら
の
年
次
を
資
料
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

斉
彬
は
安
政
四
年
四
月
江
戸
を
出
発
、
五
月
に
鹿
児
島
へ
到
着
す
る
が
、
こ
れ
が
斉
彬
の
藩
主
と
し
て
三
回
目
で
最
後
の
帰
国
で
あ
っ
た
。

斉
彬
は
翌
五
年
鹿
児
島
で
死
去
す
る
。
安
政
四
年
二
月
の
「
公
用
控
」
に
、
「
芳
洲
が
病
後
で
同
行
を
辞
退
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
」
と
い
う

記
事
が
あ
り
、
斉
彬
に
同
行
し
た
か
は
史
料
的
に
は
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
坪
井
家
の
家
伝
で
は
芳
洲
が
斉
彬
に
同
行
し
た
と
し

（
一
一
一
）

て
お
り
、
多
く
の
研
究
者
も
安
政
四
年
説
を
取
っ
て
い
る
。
芳
洲
の
鹿
児
島
に
お
け
る
居
所
そ
の
他
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

薩
摩
藩
の
藩
医
職
制
の
詳
細
は
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
天
明
二
年
ご
ろ
の
江
戸
詰
奥
医
師
は
、
本
道
九
人
、
鍼
六
人
、
外
科
三
人
、

ま
た
参
勤
交
代
の
行
列
に
参
加
し
た
の
は
明
和
二
年
に
は
御
側
医
師
（
後
の
奥
医
師
）
五
人
、
表
医
師
二
人
、
寛
政
二
年
に
は
奥
医
師
七
人
（
奥

（
二
四
×
三
三
）
（
九
）

絵
師
一
人
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
斉
彬
の
奥
医
師
に
は
洋
医
四
十
名
が
い
た
と
の
記
録
も
あ
り
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

（
三
四
）

『
鹿
児
島
県
史
』
は
、
奥
医
師
は
初
め
側
医
師
と
い
い
、
安
永
九
年
七
月
奥
医
師
と
改
め
、
員
数
は
十
二
人
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か

し
「
島
津
家
列
朝
制
度
」
に
は
、
安
永
二
年
に
「
表
医
師
を
表
医
師
と
表
寄
番
医
師
に
、
奥
医
師
を
奥
医
師
と
奥
寄
番
医
師
に
分
け
た
」
と
い

（
二
四
）

う
記
載
が
あ
り
、
制
度
が
変
転
し
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

（
一
二
一
一
）

デ
彼
〈
大
木
先
生
二
活
ス
ト
先
生
モ
勧
メ
ル
ヵ
ラ
行
ク
事
ト
ナ
ッ
タ
（
中
略
）
是
ガ
安
政
四
年
彼
ノ
ー
十
六
歳
ノ
時
デ
ア
ル
」
と
し
て
お
り
、

薩
摩
藩
奥
医
師
と
な
っ
た
後
も
芳
洲
の
塾
は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
坪
井
芳
洲
へ
の
改
名
後
も
大
木
先
生
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。五

芳
洲
の
薩
摩
下
向
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写真1伊達宗城宛，黒田斉溥書簡（部分）

（安政五年九月十三日）

宇和島伊達文化保存会所蔵

安
政
五
年
七
月
、
島
津
斉
彬
は
、
天
保
山
に
お
け
る
練
兵
観
戦
の
後
、
腹

痛
、
下
痢
、
血
便
、
発
熱
、
裏
急
後
重
を
伴
う
症
状
を
来
た
し
、
閲
方
医
坪

井
芳
洲
、
漢
方
医
朝
稲
三
益
、
清
水
養
正
の
治
療
を
受
け
た
。
し
か
し
症
状

（
七
’
九
）

が
軽
快
せ
ず
、
苦
悶
が
続
き
、
循
環
虚
脱
を
起
こ
し
て
、
七
月
十
六
日
死
去

（
三
五
）
（
三
六
）

し
た
。
公
式
記
録
の
上
で
は
七
月
二
十
日
死
去
と
さ
れ
、
対
外
的
に
も
そ
の

よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。

当
時
大
老
井
伊
直
弼
が
一
橋
派
の
諸
大
名
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
一
橋
慶

福
を
将
軍
と
し
、
ま
た
勅
許
を
得
ず
に
行
な
わ
れ
た
日
米
通
商
条
約
の
調
印

が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
的
に
激
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時

に
起
こ
っ
た
斉
彬
の
死
去
は
種
だ
の
疑
惑
を
呼
び
起
こ
し
、
斉
彬
毒
殺
説
も

（
三
七
）

生
ま
れ
た
。

斉
彬
の
大
叔
父
に
あ
た
る
福
岡
藩
主
黒
田
斉
溥
は
、
側
近
吉
永
源
八
郎
を

薩
摩
に
派
適
し
て
状
況
を
調
査
し
た
。
吉
永
は
斉
彬
の
側
近
山
田
壮
右
衛
門

か
ら
詳
し
い
事
情
を
聞
き
、
こ
れ
を
斉
溥
に
報
告
し
た
。
黒
田
斉
溥
が
、
坪

（
一
’
三
）

井
芳
洲
作
成
の
斉
彬
容
体
書
を
添
え
て
、
こ
の
調
査
結
果
を
宇
和
島
藩
主
伊

（
四
’
六
）

達
宗
城
へ
送
っ
た
の
が
有
名
な
秘
密
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
「
薬
は

坪
井
芳
洲
之
由
」
の
文
が
あ
り
、
「
同
人
も
ず
い
分
出
精
致
し
由
に
候
え
ど

六
島
津
斉
彬
の
発
病
・
死
去
と
芳
洲
作
成
の
容
体
害
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表1島津斉彬の病気

診断 診断･推定･記載者史料・文献

坪井芳洲

高木兼寛

森重孝

｢唱義聞見録」

飯島志芽太

海音寺潮五郎

ポンペ

容体書

｢薩摩医人群像」より引用

｢薩摩医人群像」

「唱義聞見録」

｢島津斉彬の全貌」

｢西郷隆盛｣，「史伝西郷隆盛」

「日本滞在見聞記」

コレラ

赤痢

撰諺ｵ］
痢疾十心因

心因加重

毒殺

毒殺伝聞

も
」
と
芳
洲
を
評
価
す
る
一
方
、
「
後
事
に
は
候
え
ど
も
キ
ナ
塩
な
ど
十
一
、
二
日
ご
ろ

用
い
候
わ
ぱ
」
と
ぐ
ち
め
い
た
但
し
書
き
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
耆
簡
は
現
在
、
宇
和
島

伊
達
文
化
保
存
会
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
会
の
好
意
で
入
手
し
た
書
簡
写
真
の
、
芳
洲

の
名
が
書
か
れ
た
部
分
を
掲
げ
た
。
こ
の
キ
ナ
塩
云
々
の
項
は
、
芳
洲
が
斉
彬
の
病
気
を

コ
レ
ラ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ボ
ン
。
ヘ
が
唱
道
し
た
当
時
の
通
説
に
従
っ
て
書
か
れ

（
三
八
）

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
通
説
に
は
、
緒
方
洪
庵
の
批
判
が
あ
る
。

（
七
）

斉
彬
の
病
気
を
芳
洲
は
コ
レ
ラ
と
診
断
し
た
が
、
高
木
兼
寛
は
赤
痢
と
、
森
重
孝
は
赤

（
七
）

痢
ま
た
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
感
染
と
し
て
い
る
。
毒
殺
説
は
、
斉
彬
死
去
当
時
か
ら
あ
っ
た

（
三
九
）

が
、
最
近
海
音
寺
潮
五
郎
が
改
め
て
取
り
上
げ
、
注
目
を
引
い
た
。
近
衛
公
か
ら
の
密
書

（
四
○
）

を
受
け
取
っ
た
後
、
食
欲
が
衰
え
て
衰
弱
し
て
死
去
し
た
と
い
う
心
因
説
も
あ
り
、
病
気

（
九
）

が
否
定
出
来
な
い
に
し
て
も
心
因
の
加
重
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
の
説
も
あ
る
。
斉
彬
の

病
気
、
死
因
に
関
す
る
諸
説
を
表
に
示
し
た
。
表
中
の
「
昌
義
聞
見
録
」
は
、
あ
る
国
学

者
の
手
記
で
あ
る
。

松
木
弘
安
（
寺
島
宗
則
）
は
、
芳
洲
の
治
療
法
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
批
判
し
て
い
る

が
、
病
気
の
本
態
も
未
決
定
で
あ
る
上
、
当
時
の
限
ら
れ
た
治
療
法
の
中
で
「
薬
効
が
足

（
七
）

り
な
い
」
と
す
る
の
は
、
不
適
切
で
あ
ろ
う
。

斉
彬
の
病
状
に
つ
い
て
芳
洲
が
作
成
し
た
容
体
書
の
、
伊
達
家
に
送
ら
れ
た
も
の
の
原

本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
現
在
こ
の
系
統
の
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
、
伊
達
家
に
お
い
て
作

（
一
）

成
さ
れ
た
写
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
島
津
家
史
料
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
系
統
の
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（
一
一
）

文
書
が
あ
り
、
こ
れ
が
か
っ
て
存
在
し
た
伊
達
家
所
蔵
原
本
か
ら
写
さ
れ
た
も
の
か
、
別
に
島
津
家
に
そ
の
基
本
と
な
っ
た
文
書
が
存
在
し
た

も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
ら
の
史
料
の
詳
細
は
別
稿
で
検
討
の
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
漢
方
医
作
成
の
島
津
斉
彬
の
容
体
書
も
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
原
史
料
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
師
宗
徳
著
『
贈
正
一

（
四
一
）

位
島
津
斉
彬
公
伝
』
（
明
治
四
十
一
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
全
文
を
か
か
げ
る
。

御
容
鵠
書
認
癖
謡
”

太
守
様
御
事
去
ル
九
日
壹
後
ヨ
リ
御
時
候
當
ニ
テ
御
熱
被
為
入
御
腰
部
之
御
痙
筆
時
々
御
腹
痛
被
為
在
御
下
同
度
々
有
之
候
得
共
御
快
通
不
被

為
入
坪
井
芳
洲
拝
診
御
発
表
剤
力
、
、
、
ツ
レ
接
骨
木
花
茅
根
調
進
仕
候

一
同
十
日
御
容
催
書
以
後
重
之
御
模
様
二
而
御
腹
痛
御
強
被
為
入
御
舌
苔
被
為
在
御
上
り
別
而
御
少
御
安
眠
不
被
為
在
書
夜
御
下
圃
三
十
度
位

被
為
入
候
附
朝
稲
三
益
清
水
養
正
拝
診
之
上
加
味
正
氣
散
加
葛
根
大
黄
調
ヲ
芳
洲
ヨ
リ
サ
ソ
レ
ッ
煎
カ
ミ
ツ
レ
接
骨
木
花
茅
根
泡
出
差
上
候

一
同
十
一
日
暁
御
発
汗
御
相
應
二
被
為
在
御
腹
痛
御
痙
華
少
者
御
和
ラ
ギ
被
遊
御
血
便
〈
書
一
夜
四
拾
度
被
為
在
上
リ
モ
昨
日
御
同
様
三
益
養
正

拝
診
御
胸
間
之
御
氣
味
被
為
在
候
附
黄
苓
湯
加
葛
根
調
進
仕
候
芳
洲
御
薬
御
同
様
差
上
置
候

マ
マ

一
同
十
三
日
御
氣
分
御
同
様
之
内
二
而
少
〈
御
開
粥
試
拾
五
匁
程
御
望
ニ
テ
被
召
上
終
日
七
拾
五
匁
餘
被
召
上
御
味
噌
汁
御
豆
腐
少
被
召
上
御

腹
痛
御
熱
発
モ
御
薄
被
為
在
御
下
同
書
夜
三
拾
三
度
芳
洲
ヨ
リ
サ
ァ
レ
ッ
ソ
煎
加
砂
仁
藺
唐
木
秀
調
差
上
候

一
同
十
三
日
御
氣
分
御
通
御
被
召
上
候
モ
昨
日
ヨ
リ
ハ
御
重
ミ
御
熱
発
モ
至
テ
御
軽
被
為
在
御
薬
黄
花
湯
加
桂
根
黄
連
調
上
御
上
り
書
夜
百
五

匁
御
下
同
書
夜
三
拾
二
度
芳
洲
ヨ
リ
ハ
矢
張
前
方
差
上
置
候

一
同
十
四
日
御
肌
熱
御
薄
昨
夜
ヨ
リ
時
々
御
便
中
赤
白
御
交
被
遊
御
完
穀
モ
御
交
リ
被
遊
御
安
眠
モ
不
被
為
入
御
労
禮
被
為
在
御
音
声
モ
御
力

七
漢
方
医
作
成
の
容
体
害
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注
平
文
中
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
を
左
記
に
訂
正
し
た
。

容
禮
書
以
後
重
↓
容
禮
裏
急
後
重
。
サ
ソ
レ
ッ
、
サ
ァ
レ
ッ
ソ
↓
サ
ア
レ
ッ
フ
（
プ
）
。
十
三
日
↓
十
二
日
。
黄
花
湯
↓
黄
琴
湯
。
参
琴
白
木
散
↓

参
苓
白
尤
散
。
御
中
院
↓
御
中
院
。
御
労
禮
↓
御
労
倦
。
御
氣
脱
↓
御
虚
脱
。
前
方
加
附
↓
前
方
加
附
子
。

芳
洲
は
、
万
延
元
年
、

三
年
ま
で
と
し
て
い
る
。

る
C

毒
一
○

チ
ハ ナ

ク
候
而
御
薬
参
琴
白
木
散
調
進
仕
御
灸
治
御
中
院
御
氣
海
御
天
棡
モ
雨
度
被
遊
候
御
血
便
書
夜
試
拾
参
度
二
而
御
減
少
〈
被
遊
候
得
共
御
上

り
至
而
御
少
ク
益
御
労
禮
被
為
在
御
脈
状
至
而
御
氣
薄
相
伺
候

一
同
十
五
日
今
朝
ヨ
リ
御
脈
益
御
氣
薄
御
労
禮
御
彌
増
御
手
足
御
微
冷
御
血
便
薑
夜
十
度
被
為
入
候
夕
方
ヨ
リ
御
空
煩
之
御
模
様
被
為
在
候
附

大
四
君
子
湯
加
肉
桂
乾
姜
調
進
仕
御
灸
治
御
同
穴
へ
度
々
差
上
候
得
共
益
御
氣
脱
之
御
容
禮
附
前
方
加
附
調
上
仕
候
得
共
御
氣
息
御
厭
冷
御
増

御
薬
灸
御
奏
効
不
被
為
在
今
朝
六
時
御
養
生
不
被
為
叶
何
分
奉
恐
入
次
第
御
座
候
此
段
申
上
候
以
上

薩
摩
藩
の
組
織
と
し
て
の
解
体
に
よ
っ
て
芳
洲
は
藩
医
の
資
格
を
失
っ
た
と
し
て
‐
い
る
文
献
が
あ
る
が
、
廃
藩
置
県
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら

芳
洲
が
薩
摩
を
離
れ
、
江
戸
へ
帰
っ
た
年
月
は
史
料
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
文
献
が
斉
彬
死
去
翌
年
の
安
政
六
年
説
を
取
っ
て
い

斉
彬
の
死
去
後
、
後
継
者
の
忠
義
、
そ
の
父
久
光
に
よ
っ
て
、
斉
彬
時
代
の
政
策
は
大
き
く
改
め
ら
れ
、
洋
学
に
つ
い
て
の
政
策
も
変
化
し

八
芳
洲
の
帰
府
と
蕃
書
取
調
所
へ
の
任
命

七
月

蕃
耆
調
所
教
授
手
伝
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
薩
摩
藩
医
と
し
て
の
資
格
は
後
年
ま
で
続
き
、
自
筆
履
歴
書
は
慶
応

奥
医
師
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別
の
理
由
を
考
え
た
い
。

宮
崎
ふ
承
子
氏
は
、
蕃
聿
日
調
所
ｌ
開
成
所
に
お
い
て
、
最
初
幕
臣
に
充
分
な
洋
学
の
人
材
が
お
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
各
藩
の
抱
え
る
洋
学
者

（
四
二
）

を
陪
臣
の
身
分
の
ま
ま
採
用
し
た
が
、
種
々
の
問
題
を
生
じ
た
た
め
、
後
陪
臣
が
直
参
の
身
分
と
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
（
一
）
藩
用
に
よ
る
欠
勤
と
辞
任
。
ａ
、
不
在
に
よ
る
業
務
遂
行
上
の
支
障
。
ｂ
、
一
時
的
帰
藩
の
場
合
、
期
間
中
の
勤

務
手
当
を
無
駄
に
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
ｃ
、
出
役
御
免
の
場
合
、
洋
学
研
讃
の
成
果
が
幕
府
に
遠
兀
さ
れ
な
く
な
る
。
（
二
）
秘
密
保
持
に

関
す
る
不
安
、
（
三
）
陪
臣
と
直
参
と
の
給
与
格
差
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
解
決
策
と
し
て
（
一
）
陪
臣
を
直
参
の
身
分
と
す
る
こ
と
、
（
二
）
後
に
は

幕
臣
中
に
も
人
材
が
育
っ
て
来
た
た
め
、
陪
臣
を
採
用
せ
ず
、
直
参
の
新
規
採
用
、
（
二
一
）
給
与
格
差
の
撤
廃
、
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
た
。
氏

は
、
「
文
久
年
間
に
採
用
さ
れ
た
陪
臣
の
ほ
と
ん
ど
が
慶
応
三
年
末
ま
で
に
直
参
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
医

学
所
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
芳
洲
が
薩
摩
藩
奥
医
師
と
し
て
の
身
分
を
失
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
討
幕
開
始
寸
前
の
、
不

安
定
な
政
治
情
勢
も
関
与
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

著
者
は
、
閲
学
者
芳
洲
坪
井
為
春
の
薩
摩
藩
奥
医
師
と
し
て
の
経
歴
を
、
薩
摩
藩
史
料
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

薩
摩
藩
史
料
は
、
維
新
後
、
島
津
家
編
輯
所
に
よ
っ
て
か
な
り
の
部
分
が
整
理
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
島
津
家
所
蔵
の
史
料
が
東
京
大
学

史
料
編
墓
所
に
寄
付
さ
れ
、
同
所
お
よ
び
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
す
る
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
で
整
理
刊
行

中
で
あ
る
。

著
者
は
一
次
史
料
を
調
査
出
来
ず
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
が
刊
本
と
し
て
所
蔵
す
る
少
数
を
調
査
し
た
。
藩

史
資
料
の
上
で
確
定
出
来
た
事
実
は
、
薩
摩
藩
奥
医
師
任
命
の
日
時
な
ど
数
件
の
象
で
あ
る
。

彪
大
な
薩
摩
藩
史
料
中
、
著
者
が
調
査
出
来
た
の
は
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
今
後
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
薩
摩
藩
史
料
は
薩
英
戦

〔
考
案
〕
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こ
の
よ
う
な
役
割
は
当
然
安
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
組
織
者
と
し
て
の
先
見
性
は
、
し
ば
し
ば
藩
主
の
個
人
的
嗜
好
に
帰
せ
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
政
策
が
変
転
し
た
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩
に
お
け
る
斉
彬
の
施
策
が
、
彼
の
死
後
、
中
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
黒
田
斉

溥
が
近
代
化
へ
の
意
欲
を
も
ち
な
が
ら
、
藩
内
の
政
治
的
情
勢
の
た
め
そ
れ
を
完
全
に
実
現
出
来
な
か
っ
た
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

た
0

第
二
十
八
代
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
は
、
幕
末
五
賢
侯
の
一
人
で
、
早
く
か
ら
洋
学
の
振
興
に
力
を
注
い
だ
。
坪
井
信
道
、
戸
塚
静
海
、
高
野

長
英
ら
多
く
の
蘭
学
者
を
重
用
、
あ
る
い
は
親
交
を
結
び
、
藩
士
を
長
崎
、
長
州
、
適
塾
な
ど
に
留
学
さ
せ
、
ま
た
川
本
幸
民
ら
を
招
い
た
。

ま
た
、
藩
に
お
け
る
近
代
工
業
お
よ
び
軍
事
科
学
の
確
立
に
努
力
し
た
。
斉
彬
の
施
策
は
、
そ
の
死
後
、
主
と
し
て
財
政
的
な
理
由
か
ら
後
継

者
た
ち
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
が
、
し
か
し
幕
末
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

幕
末
に
お
け
る
洋
学
が
、
外
的
刺
激
に
よ
り
「
医
師
の
洋
学
か
ら
士
族
の
洋
学
へ
」
変
化
し
、
そ
の
中
心
が
医
学
か
ら
軍
事
科
学
へ
移
っ
た

（
四
四
、
四
五
）

こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
軍
事
科
学
の
近
代
化
に
は
、
前
提
と
し
て
、
自
然
科
学
、
工
業
技
術
の
発
展
と
財
政
的
能
力
を
必
要

と
し
た
。
そ
こ
で
は
、
個
人
の
知
的
活
動
の
単
純
な
集
約
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
前
提
を
満
た
す
こ
と
の
出
来
る
組
織
の
形
成
が
必
要
で
あ
っ

た
。
い
わ
ば
「
個
人
の
洋
学
」
で
な
く
、
「
組
織
の
洋
学
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
事
科
学
革
新
の
中
心
が
士
族
階
級
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

士
族
一
般
が
上
の
よ
う
な
前
提
を
組
織
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
幕
藩
体
制
の
下
で
は
、
幕
府
お
よ
び
各
藩
の
藩
主
の
象
が

こ
う
し
た
組
織
力
を
も
ち
、
そ
の
中
で
雄
藩
の
藩
主
の
役
割
が
大
き
く
、
雄
藩
の
藩
主
は
い
わ
ば
小
規
模
な
啓
蒙
専
制
君
主
の
役
割
を
果
し

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

著
者
は
、
年
譜
上
の
異
同
を
藩
史
資
料
の
上
で
決
定
し
た
い
と
い
う
末
梢
的
な
視
占
弘
ら
調
査
を
始
め
た
。
し
か
し
調
査
中
、
藩
主
島
津
斉

彬
の
開
明
性
に
魅
せ
ら
れ
、
芳
洲
の
経
歴
も
、
薩
摩
藩
に
お
け
る
洋
学
振
興
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
観
点
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

争
、
西
南
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
災
で
一
部
が
失
わ
れ
、
ま
た
廃
藩
置
県
の
際
に
藩
政
期
の
行
政
資
料
が
か
な
り
破
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、

（
四
三
）

そ
う
し
た
点
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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雄
藩
藩
主
の
指
導
に
よ
る
近
代
化
路
線
は
、
公
武
合
体
派
の
退
潮
、
薩
長
激
派
の
捺
頭
に
よ
っ
て
政
治
的
に
も
否
定
さ
れ
、
統
一
政
権
の
確

立
に
よ
る
国
家
的
近
代
化
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
維
新
の
性
格
の
根
幹
に
ふ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
詳
し
く
は
述
べ

な
い
が
、
雄
藩
が
結
局
は
地
方
的
政
権
と
し
て
の
性
格
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
先
の
前
提
に
加
え
て
、
五
〈
の
近
代
化
に
は
政

治
的
、
社
会
的
体
制
の
近
代
化
が
必
須
で
あ
っ
た
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
過
渡
期
に
雄
藩
藩
主
の
果
し
た
指
導
性
は
、
国
家
的
近
代
化
へ
の
重
要
な
基
礎
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
限
界
は
あ
っ
た
に
し

て
も
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
、
一
洋
学
者
の
経
歴
に
関
心
を
持
っ
て
調
査
を
開
始
し
た
が
、
重
要
な
の
は
薩
摩
藩
が
組
織
と
し
て

行
っ
た
近
代
化
で
あ
り
、
そ
の
一
員
と
し
て
の
洋
学
者
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
今
回
の
調
査
は
、
得
ら
れ
た
結
果
は
多
く
な
か

っ
た
が
、
研
究
の
視
点
を
反
省
さ
せ
る
意
義
を
持
っ
た
。

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
三
年
六
月
一
日
、
第
九
十
一
面
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）

会へ文
己、_ノ

へへへ

寿四＝＝

ゼー四

こ
の
研
究
に
多
く
の
援
助
と
功
一
言
を
与
え
ら
れ
た
斎
藤
祥
男
教
授
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
・
大
平
義
行
氏
、
鹿
児
島
県
立
図

聿
日
館
・
、
永
野
正
勝
氏
、
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
、
岩
崎
育
英
奨
学
会
、
福
井
大
学
図
書
蝋
京
都
府
立
医
科
大
学
図
聿
皀
館
俵
元
昭
氏
、
港
区
立
吉
向
輪

図
書
館
・
山
口
満
館
長
、
畠
山
記
念
館
に
深
謝
す
る
。

献
坪
井
芳
洲
「
（
島
津
斉
彬
）
御
病
症
御
診
断
書
」
（
黒
田
家
稿
本
）
、
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
好
意
に
よ
る
。

坪
井
芳
洲
「
（
島
津
斉
彬
）
御
病
症
御
診
断
書
」
、
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
細
『
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
』
第
三
巻
一
三
二
頁
鹿

児
島
県
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

日
本
史
籍
協
会
編
・
発
行
『
島
津
家
書
簡
集
』
八
五
頁
、
大
正
十
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
復
刻
。

黒
田
斉
溥
「
伊
達
宗
城
宛
書
簡
（
安
政
五
年
九
月
土
一
百
）
」
、
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
好
音
だ
よ
る
。

島
津
家
臨
時
編
輯
所
著
作
兼
発
行
『
照
国
公
文
書
』
一
二
○
頁
、
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
年
）
。
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音
心
に
よ
る
。

（
毛
）
俵
元
昭
鼻

（
三
）
「
坪
井
芳
洲
履
歴
書
」
、
明
治
十
六
年
五
月
、
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る
。

（
一
巴
坪
井
信
良
筆
「
坪
井
為
春
伝
記
お
よ
び
年
譜
」
（
筆
写
）
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る
。

（
壹
）
坪
井
為
春
関
連
資
料
（
河
合
家
蔵
）
斎
藤
祥
男
教
授
の
好
意
に
よ
る
。

全
く
）
「
坪
井
為
春
先
生
伝
」
『
東
医
新
誌
』
四
一
二
一
号
、
一
一
毛
－
三
八
頁
、
四
一
西
号
、
二
九
’
一
二
十
頁
一
八
八
六
（
明
治
十
九
年
）
。

（
毛
）
青
木
一
郎
『
坪
井
信
逆
の
生
涯
』
、
杏
林
温
故
会
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）
。

（
六
）
青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
詩
文
及
書
簡
集
』
、
岐
阜
県
医
師
会
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

（
一
凸
南
日
本
新
聞
社
細
『
郷
土
人
系
（
下
）
』
、
春
苑
蛍
、
鹿
児
島
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
年
）
。

（
弓
）
仲
田
一
信
『
埼
玉
医
学
校
と
日
習
堂
蘭
学
塾
』
、
捕
和
市
尾
間
木
史
跡
保
存
会
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）
。

（
一
二
）
上
野
益
三
『
薩
摩
博
物
学
史
』
、
島
津
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

（
三
）
科
学
朝
日
編
『
殿
様
生
物
学
の
系
譜
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
。

（
一
三
鹿
児
島
県
維
新
史
料
綿
さ
ん
所
細
『
鹿
児
島
県
史
料
斉
宣
、
斉
興
公
史
料
』
一
○
四
’
一
○
九
頁
鹿
児
島
県
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
・

（
一
酉
「
島
津
家
列
朝
制
度
」
、
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
八
、
鹿
児
島
藩
上
、
下
』
、
創
文
社
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
年
）
。

（
三
）
佐
藤
雅
美
『
薩
摩
藩
経
済
官
僚
』
、
講
談
社
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
年
）
。

（
こ
く
）
島
津
出
版
会
編
集
・
発
行
『
し
ら
ゆ
き
ｌ
島
津
忠
重
伊
楚
子
追
想
録
』
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
年
）
俵
元
昭
氏
と
港
区
立
高
輪
図
聿
日
館
の
好

宍
）
黒
田
斉
溥
「
伊
達
一

（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
ち
森
重
孝
『
薩
摩
医
‘

（
◇
池
田
俊
彦
『
島
津
圭

（
む
鮫
島
志
芽
太
『
島
浄

（
一
ｅ
村
野
守
治
編
『
島
浄

（
二
）
綱
淵
謙
錠
『
島
津
客

（
三
）
斉
藤
祥
男
“
私
信
。

森
重
孝
『
薩
摩
医
人
群
像
』
、
春
苑
堂
、
鹿
児
島
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
年
）
。

池
田
俊
彦
『
島
津
斉
彬
公
伝
』
、
岩
崎
育
英
奨
学
会
、
鹿
児
島
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

鮫
島
志
芽
太
『
島
津
斉
彬
の
全
容
』
、
・
ヘ
リ
か
ん
社
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

村
野
守
治
編
『
島
津
斉
彬
の
す
べ
て
』
、
新
人
物
往
来
社
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

綱
淵
謙
錠
『
島
津
斉
彬
』
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）
。

斉
藤
祥
男
“
私
信
。

私
信

0

「
伊
達
宗
城
宛
書
簡
（
安
政
五
年
九
月
十
三
日
）
」
、
『
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
』
鑓
一
審
、
三
一
三
頁
、
鹿
児
島
県
一
九
八
三
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（
天
）
『
港
区
古
地
図
』
諸
種
。
港
区
立
高
輪
図
書
館
と
俵
元
昭
氏
の
好
意
に
よ
る
。

（
元
）
港
区
立
高
輪
図
書
館
》
私
信
。

（
一
壱
「
竪
山
利
武
公
用
控
」
（
安
政
元
年
九
月
二
十
九
日
の
項
）
、
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
第
四
巻
』
二
右

九
頁
、
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

三
）
「
名
家
訪
問
録
（
坪
井
次
郎
）
」
『
公
衆
衛
生
』
第
十
二
号
、
一
二
一
’
三
五
頁
、
一
九
○
一
（
明
治
三
十
四
年
）
。

（
三
）
大
烏
圭
介
（
談
）
『
斉
彬
公
御
事
跡
』
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
写
本
。

（
一
一
三
『
島
津
家
奥
侍
等
役
割
人
名
簿
』
（
天
明
二
年
、
安
永
七
年
な
ど
の
記
載
あ
り
）
、
鹿
児
島
県
立
図
聿
日
館
蔵
写
本
。

（
壱
）
『
鹿
児
偽
県
史
』
第
二
巻
、
鹿
児
島
県
、
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
年
）
。

（
壹
）
『
斉
彬
公
御
逸
事
』
全
、
川
田
荘
右
衛
門
胤
記
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
写
本
。

三
〈
）
伊
地
知
季
安
編
『
順
聖
公
年
譜
』
二
六
頁
、
洞
故
知
新
斎
主
人
、
元
治
甲
子
八
月
、
昭
和
三
年
謄
写
、
鹿
児
島
県
立
図
聿
目
館
蔵
。

（
一
一
弓
沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
共
訳
『
ボ
ン
・
へ
日
本
滞
在
見
聞
記
」
、
二
五
八
頁
、
雄
松
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
土
二
年
）
。

三
◇
藤
野
恒
三
郎
『
医
学
史
話
』
、
菜
根
出
版
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

（
一
一
丸
）
海
音
寺
潮
五
郎
『
西
郷
隆
盛
（
一
）
』
、
角
川
文
庫
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）
、
『
史
伝
西
郷
隆
盛
』
、
文
春
文
庫
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

（
弓
）
「
唱
義
聞
見
録
薩
中
将
員
野
史
台
『
維
新
史
料
叢
聿
自
』
二
千
五
、
雑
三
、
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
復
刻
。

（
四
一
）
寺
師
宗
徳
『
贈
正
一
位
島
津
斉
彬
公
伝
』
、
村
野
山
人
、
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
年
）
。

（
四
一
）
宮
崎
ふ
み
子
「
蕃
聿
昌
調
所
Ⅱ
開
成
所
に
於
け
る
陪
臣
使
用
問
題
」
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
二
号
、
一
’
二
十
四
頁
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）
。

酋
一
一
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
八
、
鹿
児
島
藩
上
』
解
題
六
頁
削
文
社
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
年
）
。

（
畠
）
中
山
茂
編
『
幕
末
の
洋
学
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

（
翌
）
沼
田
次
郎
『
洋
学
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
） 二

九
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HOshnTsuboiintheSatsumaclan
因
め
ぬ

byHyOnosukelZUMI

TheauthorinvestigatedhistoricalrecordsoftheSatsumaclaninregardtoHoshuTsuboi,a
physiciantothefeudallord.

H6shnTsuboilivedintheShiroganeresidenceoftheclaninEdoinl850,andengagedin
translatingworkfortheclan.Inl854,hewasappointedasaclanphysicianandattended
thelordtoSatsuma,thelocalresidence,in1857,where,nextyear,heservedthefeudallordat

thebedofhissuddenandfatalillness,andlefttheclinicalrecordonhim.HereturnedtoEdo,
andinl860becameamedicalandlinguisticspecialisttotheTokugawaCentralGovernment,but
heretainedhisstatustotheclanuntill867.

（
Ｃ
［
［
）


